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論 文 ♯ 重 積 黒 の 要 旨
代表的な自己免疫疾患であるシェーグレン症候群は,羅患すると唾液腺や涙腺などの
外分泌腺に炎症を引き起こし,その結果として口や目ゐ乾燥症状を引き起こす｡現在,
本疾患の原因は明らかにされておらず,診断が複雑で治療は対症療法であるのが
現状である｡
一方,上皮由来の抗菌ペプチ ドの一種であるt:/トβデフェンシン (HBD)は,皮
膚や口腔粘膜などの上皮に存在し,感染や炎症の存在時に産生が増加して生体防
御の役割を担うことが知られている｡HBDのサブタイプであるHBD-1●ぉよびHBD-2は
唾液中に含まれており,特にHBD-1は正常な唾液腺の導管上皮に恒常的に発現して
いることが確静されている.
そこで本顧究では,唾液腺に炎症をきたすシェーグレン症候群に羅患した場合,
口唇腺におけるHBDの局在が増加しているのではないかと仮税を立て,シェーグレ
ン症候群患者の口唇腺七正常口唇腺におけるHBDの産生状態を比較した｡その結果 `
は仮説とは全く逆であった.HBD-1およびHBD-2の口唇腺内の産生量は減少しており,
さらにHBD-2はHBD-1より早い時期に減少している可能性が示唆された｡
本研究の結果から,口唇腺中におけるHBD-1およびHBD-2の産生状態は,炎症時
の皮膚や粘膜などの他組織とは逆の状態とLなり,さらにHBD-2はシェーグレン症候
群の軽症時から減少し始めている可能性が示唆された｡
本研究は,シェーグレン症候群患者の口唇腺におけるHBDの産生状態の特徴を示
したものである｡ 本研廃の成果は,今後の研究に発展し,シェーグレン症候群の病
態の理解に貢献できる｡
以上のことから,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文に値する｡
